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例年行われていた「町民の集い」が中止となり、

それに伴って青少年意見発表も、音楽祭同様、録画

によるテレビ放送となりました。馬﨑夕姫南さんが

本校代表として発表しました。八戸小から宮水小へ

変わっていろいろと思い悩んだこと、それを乗り越

えて学んだことなどについて原稿用紙５枚にまと

め、全て暗記して堂々と発表することができました。

また、後日放送案内が町よりあると思いますので、

ぜひ、ご覧ください。

オリンピック組織委員会の森会長が女性蔑視発言で辞任されました。そこで、学校

におけるジェンダーについて考えてみました。つい最近まで、出席簿は男子の後に女

子の順で名前の記載がありました。今は、本校を含めてほとんどの学校が男女混合名

簿になっています。また、これまでは、「友だちの名前は呼び捨てをせず、男子は～

くん、女子は～さんと呼びましょう。」となっていましたが、今では私たち教職員は、

男子もさん付けで呼ぶようにしています。（ちなみに、子どもたちには、強要してい

ません。）昔はランドセルの色は、男子が黒、女子は赤がほとんどでしたが、今はい

ろいろな色のランドセルがあります。自分自身を振り返ってみますと、来校者にお茶

を出すのをついつい女性職員へ頼んだり、自分が出す

際には、「男手ですみません」と言わなくてもよいこ

とを言ったりしてしまうことがありました。ちなみに、

学校における女性管理職もまだまだ少数です。今回の

件で、日本はまだまだだと海外から見られましたが、

これを機会にジェンダーフリーが広がってくれればと

思いました。

＜自画像＞第20号の自画像は、田中紗弥さんでした。さて、今回は誰でしょう。
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【読書感想文】

¡ 甲斐 庵さん（１年）・・・入選（自由の部）

¡ 坂本琉真さん（３年）・・・入選（自由の部）

¡ 田﨑香澄さん（５年）・・・入選（課題の部）

【読書感想画】

¡ 押川淳平さん（４年）・・・佳作（自由の部）

～学校におけるジェンダーについて～

おめでとうございます！




